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河口湖産フジマリモについて
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1n the report on AegιαgroρiLa saulen." var. ya川 ωIQ!，どlellδisOKADA (=CLadoρh.ora santeri 

f. knrilellsis (NAGAI) SAKAI 1964) collected frol1l Lake Yal1lanaka， OKADA (1957) nOled， 

“Recently， the second locality has been discovered in Lake Kawaguchi，・ butno precise 

report has been heard of before lhe writer wrote lhis report'¥On  January 19th， 1979， 

l1lany aggregations of the alga were abundantly cast ashore al lhe norlh-、vestcoast of 

Unoshil1la in Lake Kawaguchi which lies 830 m above the sea-Ievel at lhe north foot 

of Mt. Fuji and covers an area about 6 k11l2. The aggregations of lhe alga were irregular， 

oblong and radially globular shape， and some of Ihel1l includecl a small pebble in the 

center. Her巴 thewriter described and discussed the morphology and systematics of the 

alga 

Key lnde.x W ord可 CltLorothyta，Cladophora ha.LL， Cladophora sallteri j、 kurilensis，

distribntion 

Yoshio Sa.kai， The lnst山 te0/ ALgological Resea.rch， Fa.C/lLty 0/ Science， Hokka.ido 

Un iversily， Bo!wi-Nlina 111 illlach i， li!nl別 WI，051 ]a.tan. 

出土五1，~1の一つ山中湖に“7 リモ"の産することを の産地として同じ高二|二Ji(.lj.llのM口湖をあげているが，

1956年 4)，] 18日に杉iili.'.!..'，1隆氏が発μし， OKADA その詳細lはIl[j¥，、ていないと+Iq:l、ている。しかし，1971 

(1957)は これをフジ 7 リモ ノlα昭 1'0ρila sanleri "jo 1 )，] 29日111梨日日新1mに杉浦氏が河口湖iにも “<'') 

(NEES) KUTZING var. yalllanaka.e川口 OKADA と モ"が分，(Iiすることを報告している (植松 1979)が，

命名 し報仏ーした。このフジ マリモは 1958"ド6)]19 J-I それがフジマリモであるかとうかは確認さ れ ていな

山知山指定天然記念物とされた。その後，乙のNl物の

乙学学Z詳:1ぞ名T当1は Clμa.do ρ ho刷ruどιl Sωa削F川川nteri(NEミES) KくUT、Z幻ING I 

んわf川 -γil 

OKADA は 1前ìí山íj~μ己凶卒報H文 (い19町57η)の'1ド1に7 ジ7 リモの江第~ 2 
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Fig. 1. Lake 1-くawagllchi. Small crosses 

showing the place where man) 

aggregations were cast ashore 

」二三~

Fig. 2. Cladothol白川nlerir. k1l1γlensis (NAGAI) 
SAKA!. Some aggregations collected by 
Mr. UEMATSU from Lake Kawaguchi， 
Feb. 1st， 1979 
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い。 ところが， 1979年 1月19白河口湖町の観光会社

社員大石豊氏が河口湖の鵜の舟で“マリモ"が大量に

打上げられているのをみつけ，このことが新聞などで

大身的に報道された。その後同年2月7日，山梨県文

化財審議委員(植物担当)植松春雄氏から著者に標本が

送られこの植物の同定を依頼されたのでその結果の大

要を報告する。

Fig. 3. Cladophora sauteri f. kurilel/sis (NAGAI) 

SAKAI collected from Lake Kawaguchi. 

A. Upper part. B. Lower part. 

観察

河口湖 (Fig.1)は富士山北麓の山梨県南都留郡にあ

り，海紘 830.1m，湖岸線は富士五扮l中最大で 19km 

あり，広さは6.08km2，深さは 12-15mで底質は第

3紀銅版胞の泥および砂礁からなっている。また，冬

の結氷はまれであり，透明度は低いといわれている。

植松の報文 (1979)および私信によれば，“マリモ"

は湖i中の鵜の)::jの北西岸の汀線約 70mに数千個打上

げられ，糸状体の集団は一般に山中湖のものより大形

で，球形 u直径約5cm)，卵形 (6X4cm)のもののほ

D 

Fig. 4. C1ado.ρhora sauteri f. kurilensis (NAGAI) 

SAKAI collected from Lake Kawaguchi. 

A-C. Rhizoid. D. Neutral branch. 

E. Rejuvenescence. 

Scale F: 500 pm， for A and D. 

Scale G: 200 pm， for B， C and D. 



Cladophora sauteri from Lake Kawaguchi 

か扇平な集団(縦 12-15，横7-8，，享さ 3-4cm)が

目だち，球形のものではビロード状の'街な表面をもち，
論 議
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その中に繰をいだくものがあるとのことで-あった。 SAKAI(1964)はわが国淡水産7 リモ亜鼠を円筒形

送られてきた標本 (Fig.2)をみると，直径4cmの の細胞をもっC.sauteri (NEES) KむTZING と梶俸

球形集団の中央に 7-8mmの角張った赤褐色の機を 状の細胞を有する C.okadae SAKAI et YOSHIDA 

もつものがあり，この礁に仮根で付着している糸状体 (=C. crassa (OKADA) SAKAI)の2種に分類した。フ

がみられた。また，扇平な集団でも磯のみられること ジマりモ C.sauteri f. kurilensisは千島列島エトロ

があった。 フ島内保沼および富士五湖の山中湖に産し，Aegagro・

糸状体は全長約 2cmに達し，細胞の形は長円筒形 ρila sauteri var. borgeana (non NORDST.) KANNO 

であるが，非常にまれに軽度の綴稼状をなすものもみ (1934)， A. kω・ilensisNAGAI (1940)および A.sauteri 

られた。分枝 (Fig.3)は体下部では対生のものが多 var. yamanakaensis OKADA (195η をシノニムとし

し同一関節から同一方向に2本の枝を出すこともあ ている。今回河口湖で採集されたものは円筒形の紺l胞

り，細胞の大きさは直径55-70(-80)μm，長さは直 を有していることから c.sauteriに分類される。

径の(6-)8-12倍である。枝は2回，時に3回分校し 糸状体の集団は種々な形をしており，岡田 (1938)が

扇生するが，まれに互生することもある。枝および小 内保沼で記載した 3集団型のうちの無腔無線型のもの

枝の細胞の直径は 40-60μmで，長さは直径の 6-12 と有腔有礁型の幼時のものといわれる無腔のものがみ

(-16)倍である。仮根 (Fig.4 A-C)は体下部の枝の られ，また阪井 (1952)が阿寒湖の7 リモで放射状球

付着部の下端に隔慣ができて下降し， 直径は 25-40 I，J:!および模形集団としたものが河口湖で・みられた。

μmで，細胞の長さは直径の 25倍以上のものがあって 河口湖の“マリモ"の分枝法は内保沼 (NAGAI1940) 

著しく長い。しかし，礁への付着郊では細胞は短く， および山中湖 (OKADA1957)のものと同様で区別は

球形に近いものもみられる。仮綴は単条のものが多い つけがたい。しかし，細胞の大きさについては同一産

が時に分岐するものがみられ，他の糸状体に纏絡する 地のものでも著者によって区4な値が与えられてい

ものがある。また，枝の先端部では極性が変化したた る。そこでこれらの値に本著者が植松氏から送られた

めに生じた中性枝 (BRAND1902) (Fig. 4 D)もみられ 河口湖・山中湖の標本および岡田博士が 1938年内保紹

るが，この場合この枝は小枝より細く，細胞の長さも で採集した襟本について測定した値を加えて Table1 

仮恨のように長くなっているのが特徴である。更に， として示した。 Table1によれば河口湖のものは山

若返りの現象 (KJELLMAN1898) (Fig. 4 E)もみられ 中湖のものとほぼ同じ値をもっているが，内保沼のも

たが，これは死んで・槌色した中の生き残った制胞がそ のよりは体上部でやや太<，休下郎で細胞はやや長い

の下部から仮恨をU:lしていることで餓認することがで がカラフトマリモ C.sauteri f. kanlloi (TOKIDA) 

きる。 SAKAIの7-20倍という値には及ばない。また，阿

Lake 

L. Kawaguchi 

L. Yamanaka 

L. Naibo 

Table 1. Cell dimensions of C. slZuteri f. kurilensis 

collected from 3 lakes 

Frond 

山附 lL…rt 
Observer and note 

Diameter ||Lengdthia/Diameter || Length/ 
(μm) I diam.1μm) diam. 

40-60 6-12 55-70 8-12 SAKAI 

50-70 6-10 60-80 5-9 OKADA (1957)， as Aeg. sauteri va. 
ylZmlZnakaellsis. 

40-55 5-13 55-75 6-11 SAKAI. Apical cells longer than 
the values given here. 

50 70 KANNO (1934)， as Aeg. sauteri avr. 
borgt'ana. 

36-42 6-16 45-60 NAGAI (1940)， as Aeg. kurilensisr. 

35-55 5-12 50-70 6-10 SAKAI. Specimens collected by 
OKADA in 1938. 
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寒湖の7 リモC.sauteri f. sauteriは{本 k部で河口

前11のものよりやや太く全般的には細胞の長さも長く，

糸状体は河口湖のものよりかたい。したがって，河口

湖産のものはフジマリモ C.sauteri(NEES) KUTZING 

f. kurilensis (NAGAI) SAKAIと同定される。

従来，"?リモ属 Aegagro，ρila(又は Cladoρ1wra属

Aegagropila iI!i:属)の績の分類は糸状体の集卜Hの外形

が球形であるかどうか， 6擦をその中心に包含するかど

うか，内肢の有無，球U，~は重!母であるかどうかなどの

集団の性質に糸状休の性質を加えて行なわれてきた。

しかし阿寒湖の 7 リモでもマット状・芝生状のものや

不規則な形のものにれらは C.sauteri f.ρrofunda 

(BRAND) HEERINGとよばれたことがある。 KANNO

1934)が量的に多く，湖内での分布も広いし，中空の

ものもあり(阪井 1952，:，1，¥木編 1978)， また屯惜の球

慢のものもみられる(阪井 1952)。このように同一分

類群の植物が同一湖紹にみられる場合でも小さな環境

の変化で集卜H形が変わるので，集団の性質に長点をお

く分類には問題があると忠われる。

また，種々の観点から多くの種類などが記，除されて

きたが， これらのうち淡水産のものすべてを11佐1種

C. aegar:ropila (L.) RABENHORSTに包合して変種

も品種も認めない分類が行なわれている (VANDEN 

HOEK 1963)。またわが国ではフジマリモを C.sauteri 

var. yalllanakaensis OKADA として C.岬 uteri

f. kurilensisから分離し， トロマリモ C.sauteri f. 

projimda (BRAND) HEERING (KANNO 1934)を f.

sauteriから分離する分頬が行なわれている(広瀬・山

岸(編)1977)。 これらのことを今後再検討したいと考

えている。

終りに貴・重な標本を提供された植松春雄氏に感謝致

します。
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